
2024〜2025年度

滝川ロータリークラブ

会⻑  ⻄⽥ 浩⼆

■ 例会⽇：毎週⽊曜 PM12:30より
■ 例会場：ホテル三浦華園
■ 住 所：滝川市花⽉町1-2-26
■ 電 話：(0125)-22-3344
■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755
■ メール：takikawarc@gmail.com
■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告
1. 先週、皆様から募金でいただいたﾐｬﾝﾏ

ｰ中部地震の義捐金は47,000円でした。ご

協力ありがとうございました。

2. 来週21日月曜日から23日水曜日迄事務

局の阪井さんがお休みとなります。 何か

ございましたら幹事の私にご連絡をお願い致します。

委員会報告‧会員情報
親睦活動委員会　川口委員長　木曜ﾌｫｰﾗﾑ　

4/24（木）18:30　すし処やまもと　観桜

会　5/15(木)　松尾ｼﾞﾝｷﾞｽｶﾝ　

出席委員会　川西委員長　5/25(日)　9時　

三浦華園　例会後雨竜ｻｰｷｯﾄにて体験

ﾆｺﾆｺBOX委員会　浮田委員長　会員情報の

紹介

⼊会式 ⼭⻄ 秀美 会員
中嶋会員増強委員長よりご挨拶後、猪股

会員より山西会員をご紹介頂きました。

その後、山西新会員より「4月に北海道電

力ﾈｯﾄﾜｰｸ株式会社滝川ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰの所長

に着任しました。出身は占冠村で、北海

道電力に入社後は札幌、帯広、留萌、旭

川、岩見沢、函館、苫小牧、などに勤務

してきて滝川は縁があり4回目の勤務です。今後、滝川の地域の

発展も含めて貢献していきたいと思ってますので、ご指導お願い

します。」とご挨拶頂きました。

前回のプログラム [ 公共ｲﾒｰｼﾞ向上について学ぶ ]

－ －
【広報委員会担当例会】

国際ﾛｰﾀﾘｰ第2510地区　公

共ｲﾒｰｼﾞ向上委員長

小川有積(おがわうつみ)様

RCの活動内容の地域社会に

おける認知度は残念ながら

とても低く嘆かわしいもの

です。その為、RIでは10年

ほど前からRCのﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

化を強く推し進めて来まし

たが、認知度の低いRCの活動内容を広く市民に周知(広報)し理解

や共感してもらう事は簡単な事ではなく、私達一人ひとりの地道

な活動と情報発信を継続することしかありません。また、公共ｲﾒ

ｰｼﾞ向上はﾛｰﾀﾘｱﾝの力でだけではなく最終的に地域の方々の選択

である事を忘れてはなりません。地域の方々がRCの活動を魅力に

感じ・共感してもらう為には普段からｺﾂｺﾂとｸﾗﾌﾞや会員個人が奉

仕活動を続け、まず認知してもらう、信頼してもらう、好意を持

ってもらう、そして今後に期待してもらう、この繰り返しがRC公

共ｲﾒｰｼﾞ向上のための基礎だと認識すべきであると思います。RC

の公共ｲﾒｰｼﾞ向上の目的はｸﾗﾌﾞの活性化や会員増強とよく言われ

ますが、それは結果として付いてくるもので、本来は人々や地域

の幸せの為にRCを知ってもらう事を大きな目的として活動すべき

と感じます。その為にｸﾗﾌﾞの的確な広報活動が重要なのはもちろ

んですが、最も大切な事は、我々ﾛｰﾀﾘｱﾝひとり一人が誰からも尊

敬され信頼される社会人・職業人として存在する事がRCの最高の

広告塔になり、公共ｲﾒｰｼﾞ向上の礎石でもあると思います。

＼(^o^)∕ニコニコBOX報告（敬称略）

ﾒｲｸｱｯﾌﾟ4/4（⾦）春の交通安全⽴哨 髙橋ｴﾚｸﾄ、安達会員、

中島純⼀会員、荒川会員、清⽔剛会員、庭野会員、篠島幹事 

4/10（⽊）春の交通安全⽴哨 深澤会員、中島純⼀会員 

4/10（⽊）⼊井会員、芦別RC

4/13（⽇）札幌地区研修 髙橋ｴﾚｸﾄ、⼭本充副幹事、⼭岸会

員、渡辺浩司会員、⼭崎会員、渡邉要⼀郎会員、河⼾会員

編集∕クラブ会報委員会  発⾏⽇：令和7年04⽉22⽇

出席報告   4⽉17⽇

会員数 病⽋ 免除 出席 ⽋席 出席率

81名 2名 4名 49名 19名 72%

【 今週の寄付 】（敬称略）

◆⽶⼭： 累計 1,061,000円

◆財団： 累計 9,295＄ 

第3444回 例会報告 令和7年4⽉17⽇（⽊）

会⻑挨拶
「時が来た、私達がその声に耳を傾ける時が、世界が一つにならなければいけない時が、命をおとしている人達

がいる、そして今こそ命に手を貸す時だ、何よりも偉大な授かりものに(中略)私達がより良い日をつくる、君と

私こそが」。「We Are The World」 の一番目の翻訳歌詞です。これはｱﾌﾘｶの飢餓と貧困問題の解消を目的とし

て作られた曲で、すべての印税がｱﾌﾘｶに寄付されたﾁｬﾘﾃｨｰｿﾝｸﾞです。この歌詞には、平穏で幸せな生活の祈りが

届くべき場所に届き、平和な世界が実現することを心から願うという思いが込められています。ﾛｰﾀﾘｰの第一のﾓ

ｯﾄｰに「超我の奉仕」がありますが、最高のものを提供するためには、自分の能力を向上させなければならない

という厳しさもあります。しかし、その成果として、私たちのひとつひとつの思いが多くの人々を経由して私達

に戻ってきます。私達が参加協力しているﾛｰﾀﾘｰ財団のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにはﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽと平和ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟがあり、より多くの

人に参加協力してもらえれば救える命が増え、明るい明日を作れる可能性を高める事が出来ると私は思います。


